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 An examination of the motion mechanism of the iron ball levitation phenomenon  
using a spherical magnet 
（On the effect of the magnetic force of the magnetic axis direction） 
Yuryo SAKURAI  
 
Abstract: 
The mechanism of levitation of an iron ball using a spherical magnet is described.  It is necessary to examine the 
action of gravity and magnetic force in order to determine the levitation mechanism.  The magnetic flux density of the 
circumference of the spherical magnet was examined in order to examine the effect of the magnetic force.  As a result, the 
relationship between the movement of the iron ball and the three-dimensional direction in the levitation experiment was verified.  
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2. 実験器および浮揚方法の概要 1） 
 
球形磁石は，磁力が強いネオジム磁石（15 mmΦ，
B：813 mT）を 2 個吸着させて用いる（図 1 参照）．
鉄玉（4.75 mmΦ，重量：0.44 g，50 個程度）とプ
ラスチックケース（アクリル製，蓋の外側：39×68×15 





図 1 球形磁石と鉄球入りプラスチック容器 1） 
 
図 2 に観察例を示す．浮揚のコツは，図 2(a)に示
すように，鉄玉を複数吸着させた状態を保ちながら
磁石を約 90 度回す（図 2(b)）ことである．次に，
磁石の吸着点の位置を鉄玉が並んでいる中心線の
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E31-6990-08（-20～20 V，分解能 10 mV），Ｅ31-6990-10









図 3 磁束密度分布測定装置の外観図 
 
本稿では，各軸方向に平行な成分（Bx の X 方向へ
の分布，ByのY方向への分布，BzのZ方向への分布）















図 4 Bx の X 方向の移動距離特性 
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図 5 Bz の Z 方向の移動距離特性 
 
 
図 6 By の Y 方向の移動距離特性 
 
次に，図 3(b)の右側の Bz の距離特性について述べ









Bz の大きさ（約 3～4 mT）が重要になる． 
最後に，図 3(b)の左側の By の距離特性について述
べる．図 6 に測定例を示す．ここで必要な結果は，
ケースの幅(5 mm)すなわち Ly が±2.5 mm における結
果である．この領域を見ると，ΔZ：10.0，13.5 ，15.5 










その X 方向および Y 方向における移動距離特性を検
討する（図 3(a)の右側参照）． 
    
 
図 7 Bz の X 方向の移動距離特性 
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まず，X 方向について述べる．図 7 に測定結果を
示す．Lx を紙面の縦方向に変化させたので，図の縦
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13.5ｍｍ）から上方に約 4 mm，下方に約 5 mm 付近
であった． 







平均した結果，約 10 mm となった．Y 方向では，
その距離は、約 1 mm 以下と短かった． 
この結果から，復元力の及ぶ範囲は，幅（Y 方向）
約 1 mm，長さ（X 方向）約 20 mm，高さ（Z 方向）


















は，約 4.3×10-3 N の重力と同程度の磁力の作用が必
要であると考えられる．一般に，磁気吸引力は（1）
式 2）で求められるので，磁束密度を算出し，その











ある．(1)式の S に鉄玉の表面積の半分（約 35.2×10-6  
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